
2)佐渡の竹細工と中川藁晴さんについて

佐渡には竹が多 く,小木を中心に赤泊に延びる

海岸地帯を主 として島内各地で竹細工が製作され

ていた (尾留川,1964)｡ 運賃が比較的少なくす

む竹細工は北海道-の移出などには適 した製品で

あったと言えるであろう｡

小木では最盛期の大正15年には旅を中心に112

人 もの竹細工職人がいたが (小木町史編纂委員

会,1977),羽茂で専業としていたのは大石の中川

辰平さんのみであり,家庭用の県,寵,農業用の

田植寵,漁業用の釣寵,海老寵,はえ縄県,魚を
入れる樽寵,味噌屋で使 う米上げ旅,豆上げ県,

豚の輸送に使 う豚寵など,注文に応 じていろいろ

なものを作っていたとのことである｡(羽茂町史

編さん委員会編,1998)｡

そしてその息子が,中用量晴さんである｡ 中川

さんは子供の頃から親の仕事を見よう見まねで覚

えたが,先代からの技術をそのまま今 日まで受け

継いできた訳ではない｡途中で樺太へ出稼 ぎに行

き,中国大陸での軍隊生活を経て,佐渡へ戻った｡

その後職人としての生活が始まり,自身で試行錯

誤を積み重ね,竹細工から膝細工-転向した経緯

を持つ｡それ以後 も竹細工は昭和50年頃より作

品として作 り続けてお り,コンクールに出品する

などしている｡ 詳細は次章の語 りで紹介する｡

3.中川寅晴さんへの聞き書き4)

家業の竹細工 :別に仕事っってもな｡軍隊か ら帰

ってきてから,何 もすることないもんだから,鰭

局親の｡ ま,親がだいたい竹細工やっとったもん

だから｡それを見よう見まねでやった, というこ

とだ｡生活のため｡

それ以前は,あの,小学枚五年生んときか ら,

五年生六年か ら今のサ-リン5)へ行 ってます｡四

年終って,一要するに四月項ですかな｡やっぱりあ

のう, うちが貰えだったもんだから,それで結局

口減 らしていうかな｡それがために樺太へ｡兵隊

に行 くまでそこにおったの,呉服屋に｡だから結

局は兵隊から帰ってさても,呉服屋系統をや りゃ

よかったんだけど,呉服屋ちゅうことになるとや

っぱF)相当資本が貴 りますもんで,それでまぁ一

番手っ取 り早いとこがこれだ｡で, この仕事を始

めた｡

そういうことで別に, うーん,師匠についたと

か人から教わるとか,そういうことは全然なかっ

た. 自分で結局あの,小さい項か らやっぱF)親の

仕事を見ておったのが,やっぱり,初めてでもさ,

その当時を思い出しなが らやっぱりやって, どう

にかこうにかできたもんだ｡

一応そうい うこと (父親が師匠) になるかね,

うん｡それだけのことなんです｡だからまぁ,あ

んたがたそういうふ うにして (調査に)来 られて

も,別にこれといって何 もお藷 しすることはない

ような気がするんですが,ただ開かれたことに対

しては, 自分の歩いてきた埴だか ら,それだけの

ことはお答えできる｡

親父の親 もやっぱりやっとったらしいんです よ

ね｡私で三代 目になるかね｡ うん,(祖父の)氏

から｡竹細工 っていうものは, ここらやっぱし田

舎で, まぁ盲姓,農家がほとんどだったわけです

わな｡それがために,その農家とか漁業とかそう

いう人たちの道具ていうかな,やっぱりあのいろ

いろ農家でも使 うその,年間に和当の数の竹製品

がやっぱり必貴 とされた｡漁業もそうだし｡そう

いうようなことで,結構やっぱり商売になったん

です｡ ええ｡それで, まぁ免租 もやっとったんだ

ろうと思うんです｡

あれ (味噌樽を鮫める砕)はまた違 うんです よ｡

竹細工とはいえ,あれは姶竹と言いまして,結局

鵜 っばを作 る竹だから輪竹｡あれは相当貴の竹 も

必貴で最盛期には佐渡だけの竹ではなんていうか

な,使 う貴が足 りなかったんです｡ それであの,

そっちの半島の能登半島ですか,あそこらからや

っぱF)･輸入,鞠入 っていうかな仕入れた｡あれは

ものすごい, ま,やっぱり味噌の,結局樽で当時

は出荷 した関係で相当出て,業者 もそうねぇ,羽

茂だけでも七,八軒あったんですね｡ うん｡ これ

は相当量ですわ,やっぱり. ま,結局金額的にも

大したものです,はい｡

その姶竹,桶のタガにする竹とはまた別に, こ

ちらはどう言っていいかな,辛を刈って入れる龍

とか,それから田植 えの時に使 う苗嵐とか,それ

か ら苗を運ぶ大きな嵐 とか, そういうものとか｡

それから後は,秋になって稲刈 F)が終って籾を選

別する籾通 しなんていう,そういうものとか,あ

るいはまた大小いろいろの筑, ま, これは家庭用

品になるけども｡あるいはまた, もの-魚なんか

を干すメカゴとかね｡それから今度は淳の方へ行

ってはやっぱり釣 り寵だとか,それから漁師が使

うエビを生かす嵐だとか,そう言ったようなもの
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が相 当な種類 としてはあったで しょ｡だか らそう

いうものを作 っておれば,籍構や っぱ り生活 もで

きておったようです｡

私 らの場合はそれが,あの兼業でな くて｡ まぁ

生業ちゅうか, それが生活のあれ (チ段)であっ

たわけですわな｡主力だったわけです よ｡

樺太 :兄弟は私の場合, そうですね, ええと,五

人｡おれは二番 目｡

そ うそ う (兄弟の うち一人 だけ樺 太へ)｡で,

一年半伍-二年位 してか らかな｡私のす ぐ下の弟

も, まぁ向 こうが人子が貴 るということで, それ

でちょうど私 も行 っとった関係で, どうだおまえ

来てみんかということで弟 もや っぱ り｡ ええ｡行

って一緒にや ってお りました｡

向 こうはよかったです よ｡ 樺太はよかったです

よ｡ ええ,そ りゃもう｡

どういうところ (が よかったか) って,結局あ

の, ここにおると-｡ こんな藷 して もあんたがた

わかるか しら,食べ物 も満足に食 えんような状態

だったもんだか ら｡向こうへ行 ったら食べ物はい

い し, お らもう殿様み たい｡や っぱ り修行期間,

修行中はつ らいこともあったけど, それはまぁ仕

方がないとして｡そういうつ らさは行 ってる者は

まぁほとんどo その時はちょっとやっぱ り泣けた

りしたこともあったけど, それよりも三度三度の

食い物です｡

しか も私行 ったところは, ものす ごいその何 と

言 うか, そこのおかみ さんがおおらかな人で,千

っぱ り他の虐なんかでは食い物 も相 当ケチケチ し

ておったらしいんだけども, ものす ごいその,何

て言 うかな,おおらかで｡ どう言 ったらええか-,

うん,｢根性 良し｣ ちゅうんだかな,気前のいい

人で｡食べ物なんか も本当に腹いっぱい｡だから

それが一番 よかったん じゃないですか. うん｡

(仕事は)呉服屋｡呉服屋で,籍局使用人が店

のオだけで使用人が七,人人はおったかな,私の

いたころは｡ あとお勝子の方でジュウバ二人 ぐら

い｡

うん, まぁ,丁稚奉公 して｡ ええと,七年人年

かな｡ もうあそこか ら,やたらに帰 って これない

もの｡十三か らですか｡二十一まで｡

(帰 って くるきっかけは)兵隊｡ それか らずー

っと兵隊に行 って, それで籍局昭和二十-二十二

年かな｡昭和二十二年に帰 ってきた｡(兵隊では)

北えの方へ｡北京,だいたい北京か ら保定 6)の周

哩, そんなとこ｡兵隊で五年位｡(佐渡へ帰るま

で通算)や っぱ り十何年ね｡

竹細工を始める : (二十六歳項に佐渡へ庚 り)そ

れか ら竹細工 を始 めて｡ そ うして, どうだろ う,

三,四年はや っぱ 恒 ､ろいろこっちで売れるもの

を堆 っとったんかな｡三,四年 ぐらい,たぶんそ

うだと思うんです よな,はっきりとした記憶はな

いんだけ ども｡ それか ら, あれどうかな ぁ,四,

五年｡三年 ? 四,五年 してか らかな,帰って き

てか ら｡四,五年 してか ら, どういうそのなんて

いうかな,都合の方へ行 くと売れるものがあるら

しい, ということで.それで うーん, というかそ

の新潟の辺 まで行 って見たんですわ｡見たら-,

ああそうか, それ前に竹嵐,竹の貰い物嵐という

のがあって, それを作 ってみ ようと思ってね｡

先代の竹細工 とはまた全然蓬 うって言ってええ

かな｡ うん｡結局その竹の龍を作 ってみ ようかと

思ったのは, そこらにあるような貰 い物蒐みたい

なもんですわ｡ それでまぁ, ものす ごい数が売れ

ると,いうことでやってみたんです｡ ところがや

っぱ F)そのや っていくうちにいろいろ,その竹を

ここをする面に (などと)生かす ことがいっぱい

あって｡

で,それはあちこち, i, いろいろそういうこ

とを考える前に,早,隣 りの小木町あたノ‖こやっ

ぱ †月日当や っとる人がおったわけですね｡で, そ

ういうとこ-行 ってやっぱ り妓術 を盗んだりなん

か して｡行 って教 えて くれ言 うて もなかなか教 え

て くれん｡だか らやっぱ り,竹の染色にせ何にせ,

やっぱ 恒子って見なが らやっぱ り施術を盗んで来

るより他に道はなかったわけですわな｡

若 さの亙 りというのかなO ま, 流れてる染め物

の汁が流れとると, それを見たり｡ それから,薬

屋へ行 って開いたF)O ま,薬屋,薬局 ちゅうかな,

そういうとこに昔はまぁその染料 を売っとったわ

けですOそれこそ量 り売 りでい くらで も売って く

れた｡ほれで, あそこではどういうものを, とに

か く竹を染めとる家の名前を言 うて,あそこでは

どんなものを貰うていくとか何 とか,そんなこと

開いて｡ まぁそういうようなことでどうにかこう

にか,それこそ始めてか ら二,三年 してか ら,千

れるようになったのかな, うん｡

そうそう (しば らくは哉行錯誤で), そらそう｡
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それとほ ら染めない,染めないで竹 を青のまま,

青というかまぁそのままで使 うか,あるいはまた

それを油抜 きして, そうして白に して使 うか｡で,

その初めのうちはや っぱ り白で使 っとったんだけ

ども,やっぱ り白だけではダメだいうことで,千

っぱ り染色せんならんいうことでそれを染めて使

うようになったわけだな｡染料があるんですわ｡

塩基性の染料が｡塩基性の染料で, ま,いろいろ

な色をやっぱ り,二つ ぐらい混ぜたりなんか して,

染めとるんだ｡

やっぱりあのう, まぁ,なんというかな,着物

で も何でもそうで しょう,藍染めの着物だけでは

や っぱ りダメで,柄物が必貴になって くるのと同

じ｡染めていろいろ交互に盛んでいくと, i,い

い病 も出来て くる｡ そういうことはや っぱ りその

呉服屋におった関係上,女の人の気韓 ちも多少は

わか るし, ま,有利 な点 もあったわけですわね,

うん｡

(染めた方が)割 り方 よかったですね｡染めと

か病｡ それか らやっぱ りあの, まぁ,嵐希つ者は

だいたい女の人 だもんだか ら,女の人の気待 ちな

んかをつかむのにゃ,非常に呉服屋 におったとき

のことが よかったし｡

それから, もちろんタト丈にも出んならん｡ それ

か らしばらくしたけどもや っぱ り外交にも出んな

らん｡ そうするとタト丈に出て も,人様 と和対 して

藷 しんときなんか,や っぱ りこっちは呉服屋のと

きにとにか く人間対人間の取引きだったもんだか

ら,愛想ちゅうか愛嬢 ちゅうか藷術 ちゅうか, そ

うい うような もんが一番大切な もんだったか ら｡

やっぱ F)タト丈に出て もそれが役立ったっていうこ

とですね｡それで どうにか こうにか, まぁ,やっ

て きたようなわけですわ｡ うん｡

それ (職人気質で愛想がないということ)は全

然なかったです｡ それがないだけにや っぱ り困る

こともあった し, ええこともあったような気が し

ますね｡職人 気質なんちゅう気韓 ちは私にはさら

さらないです｡ だか ら, どこの人が教わ 恒 こさて

も,いくらも教 えて｡ そら, もちろん自分のチ間

はつぶれるけども｡ それで も, 自分の会得 したわ

かるだけのことは,教 えてやって｡今で もそうで

す, ええ｡

藤細工への転向から現在 :竹の農作 っとったけど

も,それがや っぱ りまぁ,だんだんだんだん, こ

の昭和 のヤ項か, になると交通 の促 も良うな F)C

(それ)か ら;人 もものす ごい仲 山,東京あた り

-行 ってみ るとデパー トあたJ=こも和 当な人がお

るし｡ それか ら,街歩 くにも, ま,今で もひどい

けども, その頃 もや っぱ りものす ごい人 だったん

だ｡

ところが竹で作 った鹿は, その人 ごみの中を希

って歩 くとぺ ッシャンコになる｡ぺ ッシャンコに

なると竹は祈 れる｡ そういうようなことで, もう

竹の龍はダメだちゅうことに｡ うん｡ていうこと

はまぁここに佐渡のこの田舎におって, おれはや

っぱ りそれをつ くづ く感 じて, こりゃ何 とかせん

ならんぞと思 うた｡

そこで,今言 う越後ちゅうかその新潟の近攻の

とこへ行 ったら,嵐が｡ これ (藤)で作 った,令

の藤で作 った嵐が出とったわけです｡ ところが こ

れの作 り方がやっぱ り難 しいんだけどもO その以

前兵隊か ら帰 って きてまもな く,つ り嵐 とか何 と

かそういうものを作 っとった関係で｡確 りオがだ

いたいつ F)鹿 と同 じだったもんO｢よしこれな ら

いけるぞ, そんならこれやってやろう｣ ちゅうこ

とで｡ まず佐渡では私が最初で しょう,藤を入れ

たのは｡

き, ところが,材料探 しにまた困る｡ それでい

ろいろ人に聞いたり,本見たりなんか して,籍局

この材料は大阪にあるちゅうことがわかって｡あ

とか らわかることや,東京にもありゃ名寺尾にも

あちこちにあるんだけども｡ ま,大阪にあるちゅ

うのを開いたもんだか ら, それで大阪へ飛んで行

って｡

それ よF)前 に名舌屋 の問屋へ行 って, ほれで,

｢実は竹 の嵐は こういうふ うなあれでつぶれると

売れんと, それではまずいのでおれは藤の嵐を始

めたいのだ｣ とい うことで行 ったら,｢うん, そ

れはいい｣ と｡ いいか ら ｢い くらで もおみ ゃあ

(おまえ) のところで作 ったら作 っただけの もの

は,おれのところで貰うか らや ってみ い｣ ちゅう

ことで｡ それか ら大阪へ行 って材料を仕入 れて き

て, ま,始めたのが この製品の始 まりです｡ ええ｡

そら,編んでい くうちには (竹細工 とは)微妙

に蓬 うところもあるさ.あるけどもやっぱ り ｢ヘ

ビのi畳はジャの逆｣｢ジャの逆はヘ ビ｣ だか しら

んけども,なんともないわ き ｡

今ですか?そうですね,今は,今はそれで も二

十種類 ぐらい作 っとるかな｡
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この不景気出くわ したら, まずだめだな｡ こう

いう嵐でもどうだ,去年 も駄 目だった｡おととし

ぐらいまでは,そうねぇ, どうだろう,一月にこ

す ぐらいは作 った｡ それや っぱ り脱衣嵐は旅館,

ホテル,それからゴルフ場,そういうところにま

あ, ものすごい貴が出たんですわ｡

県内なんて もんじゃ (ない), 日本全国｡そら

もう,それで籍局我々みたいなこういう小さいと

ころは駄 目んだろう｡やっぱり,今このカタログ

のYラタン7)ちゅうもんが, これが言 うてみ りゃ,

世界的なラタンメーカー｡で, ここ見つけて,そ

れでここへお願いして, ここへ納めることになっ

とる-訳なんですわ｡

今はこんなもんでも,向こうから,中国とか何

とかあっちから来るものだと, このぐらいのでも,

そうだなぁ,三千,二千円か三千円で貰えるはず

なんです｡ ところがここで売るのは一つ一万,-

万 ぐらいする｡それでもやっぱり売れる｡ だから

やっぱりあの,何ていうかな,やっぱり高級品志

向っていうかなOやっぱF)憂いものは駄 目だって

いうことだ｡

Yラタンは取.引きお願 い してか らどうだろう,

ええと十二,三年になるかな｡平成に入る前かな｡

ここ (Yラタン)へ入るちょうど項かな,だんだ
んやっぱF)あっちの方から妥いのが入って くるも

んだから,ああいうところ (以前納めていた名舌

屋の問屋)ではやっぱF)売れんようになった｡そ

れで, ここ (Yラタン)へ ｢こうこうこうで一つ

こういう品物を作 ってみたい｣ ちゅうたら,やっ

ぱF)何ちゅうかな,製品がおれんとこのが よかっ

たんだろうと思うんだ,いっぺんでOKして くれ

てo うん,それから,今度は向こうの言 うとおり

のものを作 っております｡

｢遊び｣の竹細工 :藤 を始めてか ら竹細工 は-0

でもやっぱりそれでも,竹やってみたいなぁちゅ

う気祷 ちは捨て切れられないもんだから, ま,あ

の今度竹細工が壇びになったなんていうかな, こ

のとにか くこれだけの竹やぶがあるし,壇 びの方

にちょっと,ふ らふ ら一つと｡

こういうふ うな壇びをやるようになって｡それ

でどうで しょう,二十年,二十年 ぐらいやっとっ

たかなぁ｡

やっぱF)これ作 っても売れないしきD売れない

し,売らないし｡ まぁ,やっぱF),いまおったあ

の孫 だとか件に一応やっぱり開いてみて,｢残 し

ておきて やあ (おきたい)｣ ちゅうもんだか ら｡

売らないつうこともないんだけども,やっぱり売

って しまうともう摩れない｡

まぁ,首も｡貰って言ってもそうだなぁ, 日展

に出したいと思って, 日展にそれでも二回,三回

ぐらい出したんだけれども｡ちょこっとんところ

で-｡あと現代工芸は出し取るんだ｡だから中央

展で,鼻するに上野で入 ったのは一つ しかなかっ

たかな,一回 しかなかった,現代工芸で｡ うん｡

それとまぁ,県は,県の方はずっと｡ こういうこ

と始めると今度はやっぱり毎年その時期になると,

ムラムラーツとして｡

今はこの目を患うしたら,全然こんなことでき

んようになってさ｡ 日で も患うなけりゃ, まだ膿

が悪いだけなもんで, どうちゅうことはにゃあ

(ない) んだけども｡ はや今 こうや って見て も,

そこのところがどんな風になってるかわからん｡

うん (今 も毎 日仕事を している)｡毎 日, ま,

結局 もう何 も望み もなけりゃ何 もにゃあ (ない)

もんだから,仕事 しとるのが一番やっぱり身体の

ためにもええんだろうし｡

4.おわりに

以上中川さんの語 りを紹介 してきた｡もっとも

印象的だったのは,樺太での生活についての話で

ある｡ 前章では質問を省略したが,筆者は樺太で

はさぞ厳 しい生活だったのだろうと思い,また厳

しかったという返事を予想 しながら,｢向こうで

はどんな感 じの生活だったんですか｣ と尋ねた｡

予想に反 して,｢向こうはよかったですよ｡ 樺太

はよかったですよ｡ ええ,そりゃもう｡｣との答

えであった｡

彼 自身が説明 しているように,当時の羽茂が

｢食べ物 も満足に食えんような状態だった｣ とい

うことが何より大きな理由であろう｡ それに加え

て中川さんの前向きな性質によるところもあった

のではないか,と感 じた｡

佐渡に戻ってきてからの中川さんは,試行錯誤

しながら竹細工に励んだが,それについても呉服

屋時代の経験が生かせたと,プラス志向で振 り返

っている｡ そして藤細工-の転向は,生活様式の

変化を感 じ取って選択 したものだった｡自身で売

り込みに行ったところにも,商売の経験が生かさ

れている｡

- お茶の水地理 第43号 p.45 修正刷-


